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佐渡 外海 府 関 の 植 物化 石 は 古く か ら 知 られ て いた らし く , 当 博 物 館 所 蔵 品 の 中 に も 明治 5 年 採集 の 標本 が 
保管 され て いる . 1888 年 ，NATHORST が 記載 し た 日 本 の 植物 化石 の 中 に , 関村 ( 後 外 海 府 村 , 現在 は 相川 
町 に 所 属 ) の 植物 化石 4 種 が ね ふく まれ て いた . 

と の 植物 化石 に 伴っ て 昆虫 化石 が 産出 する と と は 現地 の 人 々 も 気付 いて いた が , 印刷 公表 され た 記録 は 
藤岡 ・ 西 田 (1960) の 植物 化石 の 研究 論文 が 最初 で も ろう . 

1977 年 どろ , 佐渡 博物 館 に よっ て 佐渡 の 地質 調査 が 行わ れ た が , その 後 関 の 化石 昆虫 ファ ウナ を 明らか 
(に すべ く 斉 藤 良 二郎 , 際 井 幸彦 氏 が 中 心 と な っ て 昆虫 化石 の 資料 収集 が 重点 的 に 行わ れ た . その 標本 は 馬場 
金太 郎 氏 を 経て 筆者 に も た ら さ れ た . 筆者 は と れ よ り 前 , 1965 年 に 現地 で 約 10 点 の 資料 を 得 て い た が , 
1984 年 国立 科学 捕物 館 の 日 本 列島 総合 研究 が 佐渡 か ら 山 陰 に わた る 地域 を 対象 と し た の を 機 に , 同年 秋 と 
翌 1985 年 春 再 度 現 地 の 調査 を 行っ た . と と に , と れ ら の 資料 を 合わ せ , まだ 不 十分 で は ある が 佐渡 関 の 中 
新選 前 期 の 化石 昆虫 相 を 報告 し た い . 

報告 に 先 だ ち , 佐渡 博物 館 の 標本 を 提供 され , こと の 研究 の 機会 を 与え られ た 佐和 田町 の 齋藤 良二 郎 氏 お よ 
びび 新潟 県 黒川 町 の 馬場 金太 郎 氏 , 興和 地下 建設 の 鴨 井 幸彦 氏 に 厚く 御礼 申 上 げ る . 現地 調査 の 際 に は 上 記 斎 
HEIC, 福井 の 安野 敏 勝 氏 , 関 の 川 辺 正雄 氏 に お 世話 に な っ た . 新潟 大 学 の 小林 歳 教授 , 当 博 物 館 の 友田 泊 郎 
博士 か ら は 標本 の 貸与 ある い は 提供 に つい て , また 農林 省 農業 環境 技術 研究 所 の 福原 橋 男 氏 に は 現 生 昆虫 の 
閲覧 に つい て 便宜 を いた だ いた . 以上 の 諸氏 に 心から 御礼 申 上 げ る 


佐渡 関 の 地 質 と 当時 の 環境 


1. 関 附 近 の 地質 佐渡 は 第 三 紀 を 通じ 激しい 火山 活動 の 場 で あり , 火山 噴出 物 , KUMBU, 全 
地域 の 層 序 が 確立 する の に は 時 間 を 要 し た . 杉山 (1956) に よっ て 設定 され た 佐渡 全島 の 剛 序 で は , 関 の 含 
化石 層 は 杉野 浦 層 (中 新 世 前 期 ) に 届 し , 杉野 浦 剛 は 越後 の 日 出 谷 層 , ERARO “NAR” に 対比 され 
た . 1970 年 , 大 佐渡 研究 グル ー プ に よっ て 大 佐渡 全域 の 詳細 な 研究 が 行わ れ , 相川 層 の 上 に 重なる 杉山 の 
杉野 清 賠 を ふく む 地 賠 税 を 真 更 川 内 と し , さら に と れ を 二分 (上 下面 層 は 不 整 合 関係 ) し た が , 含 化石 層 は 
と の うち の 真 更 川 層 下 部 層 に 入る . その 後島 津 ほ は か (1973, 1977) は 真 更 川 層 の 上 部 層 を 下部 層 か ら 分 け て 
金 北 山 層 と 命名 し た の で , 関 の 含 化石 層 は 狭義 の 真 更 川 層 に 属す る と と に な っ た . 

真 更 川 悦 に つ いて は , 上 記 論 文 に 詳し い の で 省略 する が , 関 の 含 植物 化石 シル ト Bai, 島津 ほか 
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と 考え られ て いる よう で ある . HER (1982) は 関 の 禅 闇 岩 の 真 更 川 賠 下 部 に 当たる 填 雲 母 角 較 石 石英 安山岩 
TUSCE (島津 ら の 石英 EETRI d c mS 
年 代 測定 を 行い , 24.142.4 my. の 結果 を 得 て い る 

2. 関 の 含 化 石 シ ルト 岩層 関 の 村 落 の 西 に , 西 を 和 静 ノ 高 , 東 を 鎧 峰 の 画 小 半島 に か か えら れ , 北 に 開い 
た 溢 入 が あり , そ と の 浜 を 寒 ノ 浜 と いう . 浜 の 南 は ゆる い 傾 斜 地 で , と の 水田 に な っ て いる 緩 傾斜 地 が 化石 

を ふく む シ ルト 岩 の 分 布 と ほぼ ば 一 致す る と 考え て よさ そう で ある . も と は 水田 一 帯 に 外 頭 が 多かっ た が , BH 
地 整 備 の た め ほ と ん ど 姿 を 消し , 現在 で は 海 天 と 西 の 山際 な ど で 和 観察 で きる に すぎ ず , 地滑り 地帯 で も ある 
た め , 含 化石 シル ト 岩 層 の 詳細 は 明らか で な い 、. 

寒 ノ 浜 の 西端 近く で は シル ト 周 居 , BECAUSE MOURA CHM L, WES COUPES EO 
指 交 関係 を 思わ せる . W ESO TIURSSBOSRUR C I, レル ト 娠 が 玄武 涯 の 上 に の っ て いる が , その 下 に まだ シ 
ルト 岩層 の つづ く と と は , 浜 の 東 半 分 に シル ト 料 の 玉石 の 多い と と か ら も 推 さ れる . 

シル ト 岩層 は 霞 頭 で は お お むね E-W の 走向 を 示し, 海岸 附近 で は 南 に 30<40? 傾斜 する が , 県 道 より 
上 で は 北 に 傾斜 し , 全体 と し て 小 盆地 状 構 造 を な し て いる よう に 見 える . 充 ノ 高 ト ン ネ ル の 入口 より 夫 あ た 
り に シル ト 岩 層 と 玄武 岩 の 境界 が あり , と と が すべ っ て トン ネル 内 に 段 半 の で きた と と も あっ た . と の よう 
に 関 の 含 化 石 シ ルト 岩層 の 西 緑 は , 充 ノ 高 玄武 岩 質 矯 岩 お よび その 火 砕 岩 と 指 交 関係 に ある . 売 ノ 高 トン ネ 
ル の 矢 柄 側 入口 の 南 の 小谷 に も , 関 と 同様 の 才 藻 質 シ ルト 岩層 が は さま れ て いる が , 発 ノ 高 西 斜 面 に その 延 
長 は 見 られ ず , と の シル ト 岩 賠 が 関 の も の と 同 周 準 の も の か どう か 明らか で な い . 

楽 ノ 浜 中 央 部 か ら 西 お よび 南 で は 正治 に 宮 み , PSR EOA SHAMS WO. Cop PNA b 
岩層 の 間 に は , 圧 藻 の 圧 酸 分 が 溶出 し て 再 固 結 し た た め に で きた 固い 帳 の 見 られ る と と が ある 

寒 ノ 浜 西部 の ラミ ナ の 発達 し た 正 藻 土質 シル ト 岩 に は 化石 が 少な い が , と と か ら 急 化石 が 産 "S rp 
Wo LEME O BS CHOPS MAME ITS, 出 体 ど と 保存 され て いる も の が 多い . 3&7 RRO 7 7v bag 
は 回 結 度 が 高く 海岸 で は 玉石 に な っ て いる が , TOMO WUE EO ARATE UG» omuium otn 
で ある . FH HOS, 県 道 よ り 上 の 小沢 中 の シル ト 姓 は 植物 化石 に 宮 む が 虫 化石 は 発 上 され て いな い . 

含 化 石 シ ルト 結 剛 の 東 限 は NE-SW 方 向 の 鏡 岩 断層 で 切ら れ て いる た め , 東方 へ の ひろ が り は 不明 で あ 
る . 

3. 関 の 植 物化 石 相 関 の シ ルト 岩 な いし 否 土質 シル ト 岩 中 に は 多数 の 植物 化石 が ふく まれ , 藤岡 ・ 西 
ue M NE DM ME i pica M 

る が, B M du Oe ernie Nd EN 
つい て いえ ば , 量 的 に は Betula, Acer, Tilia が 多く , Carpinus, Fagus が つぐ . BAM UE & WES 
種 を 比較 する と , 現在 本 州 中 部 山地 , 本 州 北 部 お よび 北海 道 に 生育 する も の が 最も 多く , これ か ら 推 定 で き 
る 森林 は 常緑 針葉樹 混合 の 落葉 広葉 農林 と され て いる . と の よう に 類縁 種 が 主として 山地 植物 で 亜 高山 種 を 
ふく むと と や , 若干 の 温 地 種 を 混 え る と と は , “相当 な 高度 を も っ た 山地 部 に お ける 山間 潮 河 の ある 地理 環 
Ba” が 推定 され て いる . Saas ee T e を 考え , 関 化 石 フ ロラ が 
“RCA AOE” ICT ST EDM SMITE IK, 

4. FYE 大 佐渡 研究 グル シー プ (1970) (X, PHICIXEGO [il EG Melosira granulata (325 4 HOE! 
WED, TH GIT CHORVEFEMEC, 関 の シ ルト 岩層 は 淡水 の 泊 沼 に 生成 し た と の べ て いる . TRAN 
ほか (1978) の 本 周 の TE 藻 化 石 の 研究 で は , 化石 の リス ト は あげ られ て いな い が , Hfi Melosira 
granulata T, と の 化石 才 党 格 の 繁 将 し た 水域 は 大 部 分 が 淡水 域 で ちっ た と し て いる . し か し , Sac 
ある Coscinodiscus に つい て , これ を C. subtilis に 同定 し , 本 竹 が 流水 , 汽水 生 種 で お る と と か ら , 一 部 海 
水 の 流入 を 考え , 本 層 の 堆積 環境 に , 海 と 接続 で きる よう な 海域 に 近い 状況 を 想定 し た . と の と と は , 前 記 
植物 化石 か ら 得 ら れ た 環境 と 多少 相違 する と と ころ が ある . 

5， 危 化 石 か っ て 旧道 ぞい の 角 頭 (現存 し な い ) か ら 魚 化石 が 1 個 得 ら れ て お り , 今回 安野 敏 勝 氏 に 
よっ て 海岸 西部 の 外 頭 で 1 標本 が 発見 され た . これ ら に つい て は 研究 が いずれ 公表 され る で あろ う が , 何れ 
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佐渡 島 関 の 前 期中 新 世 化 石 昆 虫 相 


も コイ 科 の も の と 判定 され て いる . 


関 の 化石 昆虫 相 


今回 の 研究 に 使用 し た 関 産 慣 虫 化石 は 84 個体 , こ と の うち 記載 に 利用 し た 標本 は 51 個 で ある . 同定 の 結果 
は 第 1 表 の 通り . と れ ら は 6 目 17 科 に 属す る が , 甲虫 の 1 種 と コン ボウ ハバ チ 科 の 1 種 を 除く と , すべ て , 
多数 の し か も 近似 し た 種類 を ふく む 大 き な 科 に 必 す る . と の よう な 現 鱗 は は 少数 の 標本 の 場合 , 当然 の と と 


か も し れ な い が , 他 の 産地 の 場合 に くら べ 特 に 目立つ . 
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種 当 た り の 個体 数 は Bibio sadoensis の 1 種 だ けが 圧倒 的 に 多く , 全部 で 35 個体 , と れ は 全 化 石 標本 数 の 
42% に 当たる . 他 の 科 の も の は 1 種 1 標本 の も の が 多い . 1 種 当 た り の 個体 数 が 少な く , し か も 大 き な 科 


第 1 表 . 関 産 化石 昆虫 


Table 1. 


List of fossil insects from Seki, Sado Island. 


Odonata トン ボ 目 


Lestidae アオ イト トン ボ 科 Gen. ct sp. indet. A 
Gen. et sp. indet. B 
Dermaptera #45 
Labiidae チビ ハサミ ムシ 科 Gen. et sp. indet 
Hemiptera WH 
Homoptera [8A Fl 
Aphididae アブ ラム シ 科 Gen. et sp. indet. 
Heteroptera SETE F] 
Pentatomidae カメ ムン シ 科 Gen. et sp. indet. A 
Gen. et sp. indet. B 
Gen. et sp. indet. C 
Acanthostomatidae ツノ カメ ムシ 科 Gen. et sp. indet. 
Coleoptera HAMA 
Scarabaeidae コガ ネム シ 科 Aphodius? sp. 
Fam. indet. Gen. et sp. indet. 
Diptera JM E 
Tipulidae WHY RE 
Liminiünae t x FH Y ABR Gen. et sp. indet. 
Bibionidae ケバ エ 笠 Bibio sadoensis sp. nov. 
Mycetophilidae キノ コバ エ 科 Gen. et sp. indet. 
Sciaridae クロ バネ キノ コバ エ 科 Sciara sp. 
Empididae オド リバ エ 科 Gen. et sp. indet. 
Dolichopodidae? アシ ナガ バエ 科 ? Gen. et sp. indet. 
Hymenoptera Jk H 
Cimbicidae コン ボウ ハバ チ 科 Cimbex sp. 
Ichneumonidae ヒメ バチ 科 Netelia? sp. 
Gen. et sp. indet. A 
Gen. et sp. indet. B 
Branconidae コマ ユ バ チ 科 Gen. et sp. indet. 
Gen. et sp. indet. A-H 


Formicidae アリ 科 
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に 所 属す る の で , 属 種 の 決定 の な づか し いも の が 多かっ た . 

科 ご と の 個体 数 を 見 る と , Bibio sadoensis より な る ケバ エ 科 ( 他 の 種 を ふく まな い ) が 最も 多く , それ 以 
外 で は アリ の 19 個 が 多い . 羽 剛 は その 習性 か ら , 1 種 あ た り の 化石 個体 数 が 多い の が 普通 で ある が , BE 
の アリ は 種類 が 多く , 個体 数 は それ ほど 多く な い . 

Wa Cite HEHH Nematocera の も の と , MAHA Brachycera の オド リバ エ 科 , アシ ナガ バエ 科 の 
各 1 種 , 膜 冶 目 で は 広 腰 亜 目 Symphyta 1 Ml MERA Apocrita の うち の ヒメ バチ 上 科 Ichneumonoidea 
と アリ 上 科 Formicoidea に 限ら れ , 各 目 の 原始 的 な も ね の が 多数 を 占め る . これ は 日 本 の 第 三 紀 昆虫 化石 群 
共通 の 傾向 で ある . 

以上 の 佐渡 島 関 の 約 30 種 よ りな る 化石 昆虫 群 に つい て , 考察 し た 結果 は 下記 の よう KC 要約 され る . 

1. 関 産 の 化石 昆虫 は , 属 の 未 決定 の も の が 多く 断定 的 な と と は いえ な い が , 全 種 類 と も 現在 の 日 本 の 現 
生 種 中 に 類縁 種 が 見 出せ る よう で ある . し か し 現 生 種 に 同定 され る も の は な い . 

2. BELGER, と れ を 昆虫 群集 と し て 見 る と , 現在 の 中 部 日 本 山地 の , 主として 落葉 広葉 和樹 か ら な 
る 林地 , ある い は 林 の 縁辺 に 見 られ る 昆虫 群集 に きわ め て 類似 する . 現在 この よう な 場所 で 実際 記 採 集 さ れ 
る 昆虫 群 の 代表 的 組成 に 一 致す る と いっ て よい . 

3. 幼虫 が 水 模 の 昆虫 に は , 今回 標本 が 不 完全 な た め 記 載 し な か っ た が 腹部 各 館 の 形 か ら み て モン カゲ 
ロウ 科 の 可能 性 の ある 標本 (NSM-PA12412, 図版 3:11) が ある . 他 に アオ イト トン ボ 科 2 個体 が ある が , 
前 者 は 湖沼 や 河川 の 底 の 砂 泥 中 に , feud sbkeoswvamcsu. 

4. KERS S? D, 海浜 性 ある い は 海浜 に 近い と と を 思わ せる 材料 は な い . また 乾燥 地 , REDE 
指示 する も の も な い . 

5. 生態 的 に 特徴 が あり , 特に 当時 の 環境 を 示唆 する よう な 特異 な も の は な い . 

6. 悦 の 明らか な も の の うち , 汎 世界 的 な 分 布 を も つも の を 除い て 現 生 種 の 分 布 を 検討 し て みる . ケバ エ 
Fo Bibio 属 は 世界 の 温帯 域 に 卓越 し た 居 (HARDY & l'akaHasHt, 1960) T, ユー ラジ シア と 北米 の 温帯 
に 多く , 日 本 だ け で も 22 種 が 記録 きれ て いる (Harpy & TaARKAHASHI 1960), TEREC 6X3 o 
が , イン ド 方 面 の も の は Darjeeling, Simla, Nepal と いっ た 高地 の 冷涼 地 に 多い (BRUNETTI, 1912; 
DELFINADO & Harpy, 1973). 関 か ら は 産出 し な い ケ バエ 科 の Plecia 属 は , 現在 日 本 に も 分 布 す る が 東洋 熱 
帯 に も 多く , 後述 する よう に 今 よ りか な り 気 温 が 高かっ た と 考え られ る 中 期中 新 世 の 地層 か ら は , Bibio で 
な く Plecia が 産出 し て いる (FupvaMa, 1970), コン ボウ ハバ チ 科 の Cimbex lli, ヨー ロッ パイ ンド 
北部 , BA, 北ア メリ カ と 全 北 区 に 特有 な 属 と いえ る . と れ ら の 現 生 種 の 分 布 か ら み て も , 関 の 昆虫 化石 群 
は , 温帯 性 尾 虫 の 種 群 で 構成 され て いた と 考え られ る . 

7. 中 新 世 前 期 の 関 の 化 石 昆虫 群 と ,。 そ れ 以 後 の 中 新 世 の 昆虫 千 を 比較 し て みる . 中 新 紀 中 期 に な る と 
植物 は 亜熱帯 性 の 台 島 型 植物 群 に 変わ る が , 昆虫 は 植物 が ぶす 以上 に 熱帯 的 な 様相 を 旦 す る CFuyryama, 
1967; 1968; 1970). 中 新 世 後期 に は 植物 , 昆虫 と も に 温帯 性 の も の に 戻る が , と の 時 代 の 昆虫 の 中 に は , 
現在 の 中 国 南 , 西部 か ら ヒ マラ ヤ に か け て 分 布 する 種 群 に 類縁 の ある “exotic” な も の が 湿っ て いる . と 
の よう 後期 中 新 世 の 昆虫 竹 よ り , 一 期 中 新 世 の 務 虫 群 の 方 が 現在 の 日 本 の 紀 虫 群 に 近い よう に 見 える の は 
興味 深い が , これ を 確認 する に は 材料 が まだ 十分 で は な い . 


ま と め 


1. 佐渡 関 の 化石 昆虫 郡 は , 福井 県 出 村 (安野 1978; 1979) の も の と な ら び , 前 期中 新 世 の 同仁 合 型 植物 
群 と 共産 する 昆虫 群 を 代表 する も の で ある . 

2. 関 の 化石 昆虫 群 は 決し て 豊富 と は いえ な い が , 日 本 の と の 時 代 の も の と し て は 最も まとまっ た 数 より 
な っ て いる . と れ か ら 当 時 の 化石 昆虫 相 を 類推 する と , 現在 の 日 本 中 部 の 温 癌 性 の 落葉 広葉 樹 を 主体 と し た 
明る い 林 , な いし は その 線 辺 部 の 昆虫 相 に 類似 する . と の と と は 植物 化石 か ら 得 ら れ た 結語 (藤岡 ・ 西 田 , 
1960) を 裏付け る が , 昆虫 か ら 見 る と , “相当 な 高度 を も っ た 山地 導 " と いう より , 日 本 店 部 の 低 山地 か ら 
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1000 m 以上 の 高度 を も っ た 山地 帯 ま で の 昆虫 相 に 近似 する よう に 見 える . 

3. 関 以 外 の 同時 代 の 尼 虫 化石 も , お お むね 関 の 化石 必 貝 知 と 同様 , 現在 の わが 国 山地 の 昆虫 相 に 類似 す 
る . 例え ば 那須 産 の セミ Meimuna protopalifera は , 現 生 の ツク ツク ボウ シ と 区 別 し 難 い ほ ど 類 似 し て い 
る (FujivaMa, 1969), 


関 産 昆虫 化石 の 記載 


関 の 前 期中 新 世 昆虫 群 の うち , 種 ま で 決定 で きた の は , わ づ か に ケバ エ 科 の 1 種 だ け で ある が , I E 
本 が 著しく 不 完全 な も の を 除い た 全 種 に つい て 特徴 を 記す . と れ は , 一 つ に は 関 の 昆 虫 化石 を 化石 昆虫 群 と 
し て 考察 し た いた めで , 他 に は 今後 , 現 生 種 と の 対比 に よっ て 層 あ る い は 種 の 同定 の 可能 の も の が ある と 考 
える か ら で あ る . 

標本 の 保管 され て いる 機関 と 登録 記号 は 下記 の 通り . 

SDM-GF : 佐渡 博物 館 化石 標本 
NSM-PA : 国立 科学 博物 館 無 疹 槍 動 物化 石 標本 
NURG  : 新 潟 大 学 理学 部 地質 鉱物 学 教室 本 

Order Odonata トン ボ 目 

Family Lestidae アオ イトトンボ 科 
1. Gen. et sp. indet. A (25 1 [] ; 図版 3: 1) 

標本 : BOISE, 四角 室 よ り 先 は 失わ れ て いる . NSM-PA12374. 


第 1 図 . Lestidae, gen. et sp. indet, 
NSIM-PA12374. 


特征 : 保存 され て いる 部 分 の 長 さ 7.6mm. R+M 脈 が 最も 太く , 第 2 結節 前 横 脈 Ax。 に 弧 脈 Arc が 
つづ き , と の 部 分 の 保存 は 良好 で は な い が , Uia Am C, 後半 部 が 基部 の 方 に 折れ 曲 る と と は な 
v. Rs は MA 上 の 横 脈 の 基点 より や や 外 よ り の と と ろ で 2 分 する . Rs は 弧 脈 の 基部 近く より 出る . 四 
角 室 q は 大 きく , 頑 の 外 方 向 に ひろ が り , その 長 さ は 2 つの 結節 前 横 脈 Axi, Ax, の 距離 に 等 し い . EE 
脈 Ab は CuP お よび 凌 の 後 緑 に 平行 で 直線 的 , 第 2 BORE A^ は CuP (CETT CHUTE IRAE. S 
の 基部 だ け か ら 正 確 な 所 属 の 決定 は む づ か し い が , Rs が 早く Rz & Ra に 二分 する と と か ら Lestinoidea 
超 科 と 判断 され , お そら く ア オイ トト ン ボ 科 Lestinidae の も の で ある う . し か し , 今回 比較 し た 図 や 標本 
の 中 に , と の 化石 に 酷似 する も の は 発見 で き な か っ た . アオ イト トン ボ 科 は コス モ ポ リタ ン な 科 で , サハ リ 
Y, シベ リア 中 部 の 亜寒帯 か ら 熱 帯 ま で 広く 分 布 する . 

2. Gen. et sp. indet. B. (第 2 図 : 図 版 3:2) 

標本 : 次 の 中 央 の 一 郊 , 前 緑 か ら 後 縁 近 くま で . NSM-PA12375, 

特徴 : 保存 され て いる 部 分 の 長 さ 3.8 mm. 前 方 の 3 脈 と 後方 の 6 脈 は それ ぞ れ 平行 , それ に ほ ば 直角 な 
横 脈 が 多数 の 長方形 の 室 を つく る が , R。 と R の 分 岐 部 の 三角 形 を 除く と 全部 四角 か 低い 五角 形 . 後方 の 
6 脈 は ー つ お き に 軽く ジグ ザ グ を な す . 横 脈 は 連続 し な い . Ra と 1R。 を むす ぶ 斜 脈 は 確認 で き な い . M 
上 の 上 脈 相 , 挟 脈 の 発達 か ら み て , HAFO Lesteidea に 属し , お そら く ア オイ トト ン ボ 科 Lestidae の も 
の で あろ う . 
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第 2 図 . Lestidae, gen. et sp. indet. 
NSIM-PA12375. 


Order Dermaptera #243) 

Family Labiidae チビ ハサミ ムシ 科 

3. Gen. et sp. indet. (図版 3:8) 

標本 : 腹面 を 示す 標本 で , 胸部 より 後 の 体 の 左 半分 と 腹 端 部 は 失わ れ て いる . 表面 が や や 磨 滅 NSM- 
PA12381. 浜田 弘樹 氏 採 集 . 

特徴 : 保存 され た 部 分 の 体長 14.1 mm, REZE, 長 さ 2.8 mm. 頭 部 の 構造 不明 瞭 . 触角 は 10 fi 
( 或 は さら に 1 へ ~2 節 ), KS 9.3 mm, 基 節 は 太く て 長い . AEST 2 侵 は 思 色 . 第 2 BOO 750 1 B HU 
筒 形 で 細長 く , 先端 の 方 が わずか に 広がる . 第 3 8334: 0 760 283750 6 ICE STA. 中 肢 と 後肢 間 の 
右側 面 に 前 殖 の 側 緑 が 認め られ る . 前 肢 の 転 館 は か な り 接 近 , GRAS INIA, 後方 に 隆起 線 を 具 う . 
第 2 唄 館 は 特に 伸長 し た り 展 張 し た り し な い . 腹部 は 5 侵 が 観察 され る が , 一 般 の ハサミ ムシ より 各 人 役 が 長 
v. 諾 半分 が 欠け , 尾 端 も 失わ れ て いる の で 鉄子 の 構造 は 不明 . fff, 踊 人 節 の 構造 な どか ら チ ビ ハ ネ カタ クシ 
科 Labiidae と 判断 し た が これ 以上 の 査定 は な せ づ か し い . 


Order Hemiptera 23EXAE] 

Suborder Homoptera 同 翔 亜 目 

Family Aphididae アブ ラム シ 科 
4. Gen. et sp. indet. A (図版 3 : 3) 

標本 : 触角 を ふく お 全 形 , 中 後肢 が 認め られ る が 畑 は 保存 さき されない. NSM-PA12376. 

特徴 : 体長 1.5 mm. 頭 部 , 胸部 と も 幅 は 広く な い . 触角 0.4 mm UE, お そら く 体 長 を 超す こと と は な い 
と 思わ れる . 各 侵 は 短 か い . 前 胸 育 は 細長 く Y 字形 の 凹み が 認め られ る . 角 状 管 は 認め られ な い . 保存 が 
よく な いた め 必 の 決定 は 不能 . 


Suborder Heteroptera MW E 

Family Pentatomidae カメ ムシ 科 

5. Gen. et sp. indet. (図版 3 : 4) 

標本 : 頭 部 , UL 股 を 欠き , 小 桶 板 は 前 半 部 だ けが 保存 きれ て いる . NSM-PA12377. 

特徴 : 前 胸痛 板前 緑 か ら 腹 部 第 6 BID Rete EC 16.4 mm, H 12.1 mm, 前 胸 の 幅 12.4 mm. 前 胸 背 の 側 
角 は に ぶ く 側 方 に は り 出す が , 腹部 の 幅 よ り わ づか に 広い だ け , 前 胸 背 と 小橋 板 は 点 刻 を 装う が , 小 桶 板 の 
方 が 密度 が 小さ きい . 小 桶 板 の 中 央 に 細い た て の 隆起 が ある . 結合 板 は 広く な く , BTRC TECER 
濃 色 の 斑紋 が ある が , 各 節 の 境 で 切れ て いる . 結合 板 に も 小 点 刻 が ある . 

6. Gen. et sp. indet. B. (図版 3:5) 

標本 : 小橋 板 よ り 後 方 の 部 分 が 保存 . 腹部 末端 部 , 肢 , UER. 腹 館 は 背面 が 見 える . NSM-PA12378, 
counterpart あり . 

特徴 : 小 椰 板 吧 前 绿 从 己 腹 部 第 6 MOR EC 12.2 mm, 最大 幅 12.6 mm. 小柄 板 の 基部 は 幅 が 広い . 小 
WEE SG 7.3 mm で 第 4 腹 節 の 末端 に は 達し な い . ROGO EE ci. その 分 布 は 均一 で 
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は な い が , クサ ギ カ メ ム シ に ある よう な 点 刻 を 欠く 不 規則 な 形 の 部 分 は 見 られ な い . 側 方 と 後方 が 密 で ある 
が , 小 桶 板 の 後方 先端 部 の 点 刻 は 小さ い . 結合 板 は 幅広 く , 小 点 刻 が ある . 結合 板 各 館 の 前 , 後部 の 各 夫 が 
黒色 . 腹部 第 1 節 と 胸部 背 板 は 黒色 , 腹部 の 背 板 は 淡色 . 前 胸 の 形 が 不明 の た め 届 の 判定 は 不可 能 で ある 
が , クサ ギ カ メ ム シ 属 Halyomorpha IC 似 た 点 が ある . し か し と れ よ り 小 植 板 が 短 か く , 結合 板 が 幅広 い . 
7. Gen. et sp. indet. C. (図版 3 : 6) 

標本 HEX (DU). CuP 脈 よ り 後 方 を 欠く . 表面 を 示す . NSM-PA12379, 

特徴 : 起 长 (Rs+M と CuP OFM KYO WORE T) 16.4mm. Ri と RAM 脈 は 接近 し て 平行 . 何 
れ も を 直線 的 . CuP も 直線 . 革質 部 に は 黒色 の 点 刻 が 分 布 . 革質 部 と 膜 質 部 の 境 は 傾斜 切 . 膜 質 部 は 広い . 
Rs と M は 革質 部 内 で 分 離し て いる . 各 1 回 づつ 分 岐 する . 点 刻 な ど 前 種 に 酷似 し 同種 か と も 思わ れる が , 
本 種 の 緒 の 前 緑 は 直線 的 な の で 旗 問 が ある . 

Family Acanthosomatidae ツノ カメ ムシ 科 
8. Gen. et sp. indet. (図版 3 : 7) 

標本 : 頭 お よび 胸部 の 一 部 を 欠く . 次 は 右前 後 次 が 保存 され て いる が , IRI BSREC CTS. SDM-GF 11 
記載 : 体 は 細長 く , 体長 推定 10.5 mm, 幅 推 定 4.7 mm, 頭 , WAR, SR, 前 怒 革 質 部 に は 粗い 点 刻 
が ある . 小 桶 板 , MAC, WA, 前 胸 よ り 密 度 が 小さ い . 前 胸痛 の 側 角 は 欠け て いて 突出 の 程度 は 不明 . 腹 
部 下面 正中 線 の 隆起 が 標本 で は 溝 と し て 認め られ る . 結合 板 は 各 腹 飾 の 後部 ぐら い が 黒 色 で , 全体 が 絹 状 
に 見 える . 胸部 腹 板 の た て の 隆起 , 体形 な どか ら 小 型 の ツノ カメ ムシ と 推定 する . し か し , 前 胸痛 の 側 緑 が 
明らか で な い の で 悦 の 決定 は で き な い . 


Order Coleoptera #9494 

Family Scarabaeidae コガ ネム シ 科 
9. Aphodius? sp. マグ ソン コガネ? の 1 種 (図版 3 : 8) 

標本 : bd NSM-PA12380, 

特徴 : WEE 3.7 mm, 幅 1.7 mm, 9 条 の 条 溝 が あり , 各 条 溝 は 次期 の 側 緑 (後方 ) に 終り , 互 に 合 一 し 
な い . 間 室 は 平坦 . 小 橘 板 は 小さ い . 上 甚 に 毛 は 認め られ な い . 現 生 Aphodius 届 の も の と 比較 する と , 
JE, 条 溝 その 他 の 特徴 は 一 致す る . し か し , 甲虫 の 上 燃 と し て 最も 一 般 的 で 単純 な 構造 で ある の で , 他 の 甲 
虫 の 可能 性 も 残さ れる . 
10. Fam., gen. et sp. indet. (図版 3 : 10) 

標本 : 完全 な 左上 翔 . INSM-PA12382. 

特徴 ・ 閉 長 3.2mm, 幅 1.2 mm. 細長 く , HPS CAITMES. 外縁 は 肩 に 近い 部 分 で 下方 に 折れ 肩 を 
欠く 形 を な す . 上 翔 の 基部 長 0.5 mm, RaW. ELMORE NMI (第 8>10 条 ) は や や 平ら . 先端 
は と が ら な い . 太い 10 条 の 条 溝 が あり , 各 条 溝 は 深い 円 形 の 凹み の 列 で , 凹み の 数 は 第 4 条 で 約 40. 間 室 
は 条 溝 の 幅 と 同じ か せま い . 条 溝 の 小 円 形 の 凹み の 間 は 細い 稼 を な し て いる の で , 全体 が 格子 状 に も 見 える . 
各 条 溝 は 甚 端 で は 中 央 に 集まる . と の 標本 は 特徴 的 な 点 刻 列 を も つ 上 半 で , キス イム シ 科 Cryptophagidae 
(て 同様 な 上 期 が 見 られ る が , 科 の 決定 に は 多く の 現 生 甲虫 と の 比較 が 必要 で あろ う . 


Order Diptera WAH 

Family Tipulidae ガ ガ ン ボ 科 

Subfamily Limoniinae t 2 FH Y REP 
11. Gen. et sp. indet. (第 3 図 ; 図版 5 : 1) 

標本 : は と ん ど 全 貝 体 が 保存 され , 右側 面 を 志す が , TDS ES AR Oo ERLU TSR. 
SDM-GF9, counterpart NSM-PA12415. 

特徴 : 頭 部 は 小さ く 下向き に つく . 構造 は 不明 瞭 . 触角 は 保存 され て いな い . 胸部 の 構造 は 不明 瞭 . aid 
WE E 5.8 mm, [MICH BYE. Sc BARDA TRICKA. Ri は 長く 閉 緑 で 終る . Sez 
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第 3. Limoniinae, gen. et sp. indet. 
NSIM-PA12415. 


は 観察 され な い が , R 分 岐 よ り Sc の 基部 より に 存在 し た 可能 性 は ある . R。+。 は Re と Rs に 分 岐 . Rars 
は 分 岐 せ ず , HUR r-m で Rass と Mise が 結ば れる が , discoidal cell は 作ら な い . M は 二分 し , Masa 
は さら 人 二分 . とれ より 翔 後 綴 よ り の 翔 脈 は 判別 不能 . 甚 に 斑紋 は な く . 翔 脈 上 に 毛 が 認め られ る . 腹部 の 
FANS E CHT. WIRD SHIT A I, Pediciini オビ モン ヒメ ガ ガ ン ボ 族 に 最も 近い が , 属 の 決定 
は む お づか し い . 

Family Mycetophilidae? キノ コバ エ 科 ? 
12. Gen. et sp. indet. (第 4 図 図版 5 : 2 

Et: WU, WRONG EET. SDM-GF10. 


$84 Ed. Mycetophilidae?, gen. et sp. indet. 
SDK-GF10. 


は Ri の 基部 近く に か すか に 認め られ る の み . Ri do Bo PREC. Ri と Rs は 基部 近く で 分 
HE. Ri と Rz+。 の 間 に 横 脈 が ある . Rass (AME C Ri と Rs に 分 れる . Mise は 分 岐 せ ず , 他 の 脈 と 
の 間 に 横 脈 も な い . Mia CUA は 基部 近く で 分 離 . CuA と 1A の 問 に 横 脈 が ある . AIRERA 
も ある が , と の 販 相 か ら は キノ コバ エ が 粗 定 さ れる . し か し キノ コバ エ 科 の 一 般 的 な 脈 相 と も 異な る の で , 
さら 追加 標本 に よる 再 検討 が 必要 で ある . 

Family Sciaridae クロ バネ キノ コバ エ 科 
13. Sciara sp. (第 5 図 : 図版 5:3) 

TA: NSM-PA12394, 


第 5 図 . Sciara sp. NSM-PA12394. 


特征 : HER 2.8 mm, 幅 1.2 mm, C, Ri, Rs は 太い が , 他 の 脈 は 細い . M o2] 1384 db Lg. 小 
WI Sciara で ある が , Sciara の 脈 相 は きわ め て 単純 で , と の 化石 に も きわ だ っ た 特徴 が 見 られ ず , Sg 
だ け で 種 の 設定 は 困難 . 

Family Bibionidae y 2x1 f$ 
14. Bibio sadoensis FUJIYAMA, sp. nov. サド ムカ シ ケ バエ (第 21, 22 図 ; 図版 4 : 1-10) 

標本 : 関 の 産地 で は 本 種 の み 多 産 し , 今回 検討 し た 標本 は 36 個体 , う ち 記 載 に 使用 し た 標本 24 個体 (と 
の うち 体 ご と 保存 され て いる も の 13 個体 ). 標本 番号 等 は 後 出 の 英文 記載 の 項 参照 . 
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特徴 ・ 体 長 , 起 長 に か な り の 幅 が あり , BRIEDER 5.7~7.4 と 8.0<9.0 mm の 2 和 群 に 分 れ た E 
長 は 保存 時 の 頭 の 位置 に よこ り ち が い , 腹部 長 は 生 時 に も 変化 が ある ). 一 般 に Bibio ROAR HERETO 
り の 相 異 が あり (Harpy & TAKAHASHI 1960), WARIS 2 群 の 間 に 差 異 が な い の で , MAES, 後者 を \ 
と 判断 し た . 腹部 末端 部 の 保存 され て いる 標本 で は , 末端 節 に よる 性 別 の 判定 と 一 致す る (複眼 は 保存 され 
TORO) 玩 長 の 測定 で きた 31 個体 中 , ざさ が 19, ? が 12 個体 で あっ た . 体長 は 9 で 6.7<8.0,\ で 
8.38.7 mm. VA, Hj, 腹 は 黒色 , 肢 は 初 色 を お びる . 触角 は 7 節 , 短 かく て 幅広 い . 前 肢 遇 館 の 外 距 東 は 
長く , PURO S < HNMR ORY 0.28 倍 . 内 距 湿 は 保存 患 く 正 礁 に は わか ら な い が , 0.19 倍 に 見 える . GERE BR 
人 節 は や や ふく らむ が 遇 人 節 は ふく ら ま な い . 区 は ケバ エ に し て は 細く , 9 が 特に 細長 い . Bd Siu 
角 ば ら な い . 玩 は 暗 褐 色 で 前 緑 は 濃 色 . 横 脈 rs-m は Rs OLEMORS OHM, Mise の 基部 の 横 販 rs-m 
よら 先 の 部 分 の 長 さ は , HUR rs-m OF 3.5 f, BUR m は Mise の 分 岐 よ りや や 区 端 よ り の Ms 上 に 発 す 
5. Mara は CuA の 基部 近く より 分 岐 す る が , Mara OSESSIIRBIEEC, Masa O, 基部 方 向 へ の 延長 は 
M,,。 と CuA と の 間 の 暗色 部 に つづ き , Mia が 固 の 基部 より 出る よう に 見 える も の が 多い . Bibio BO 
現 生 種 の 分 布 等 に つい て は 「 関 の 昆虫 化石 相 」6 項 参照 . 

Family Empididae オド リバ エ 科 
15. Gen. et sp. indet. (£8 6 X ; 図版 5:5) 

標本 : BEERS RCA], NSM-PA12395, 


#8 6 図 . Empidiidae, gen. et sp. indet. 
NSM-PA12395. 


特徴 : 胸部 と 腹部 の 長 さ 1.7mm, $E 2.8 mm. 胸部 , RMON. WIE, 全体 に 微 毛 が あ 
5. Sc は R の 前 方 に Ri に 平行 し 細い . Ri GEBRO 2/3 近く (に 達する . Ri と Re は 基部 近く で 分 離 , 
Ross, R4」。 は 基部 より 1/5 OME CHIR. Marg は Ma と M, に 分 離 . Mia; と Ms は 横 脈 で せ す ば れ 
5. CuA 十 1A (XE CE SDS, M と CuA+1A の 間 に 横 脈 は な い . 上 脈 相 か ら オ ドリ バエ 科 の も の 
と 判断 され る が , と の 科 は 多く の 必 を ふく み , さら に 現 生 種 と の 比較 が 必要 で ある . 

Family Dolichopodidae? アン ナガ バエ 科 ? 
16. Gen. et sp. indet. (28 7 X ; Migs: 4) 
標本 AURI BO-—8 235 5 C522 TC BE. NSM-PA12396. 


第 7 [4]. Dolichopodidae?, gen. et sp. indet. 


e NSM-PA12396. 


1 mm 


特徴 : BE 3.4 mm. や や 暗色 , WOBBLE. Se は R に 密着 し , きわ め て 細い . R aa 
FED 2/3 より 先 に 達する . Ras Ras HORSE CABE. Mise と Ms.。 は 横 脈 で むす す ば れ る が , M 脈 は 
横 賑 の 接点 で 折れ 曲 ら な い . CuA 二 1A と Mara と は 横 脈 で 結ば れる . 区 脈 か ら 判断 し て アシ ナガ バエ と 姓 
えた が , これ と 一 致す る 現 生 種 は 見 出せ な か っ た . し か し 今後 の 調査 で 属 レ ベル の 同定 は 可能 で あろ う . 
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Order Hymenoptera UNA 

Family Cimbicidae コン ボウ ハバ チ 笠 
17. Gimbex sp. アシ ブ ト ハバ チ の 1 種 (第 8 図 : 図 版 5:6) 

標本 GHD. 基部 近く 後 縁 が 後方 か ら お され 前 方 に 折れ 曲っ て いる . NSM-PA12416, counterpart 
SDM-GF12, 


第 8 E]. Cimbex sp. NSM-PA12416. 


特征 : SES 23.5 mm, 最大 幅 6.8 mm. 半 全 体 が 褐色 . 脈 相 は コン ボウ ハバ チ 科 の Cimbex 属 に 一 致す る . 
日 本 産 現 生 2 種 ,。 キイ ロア シブ ト ハ バチ C. taukushi MARLATT と アカ ハラ アシ ブ ト ハバ チ C. femorata 
LINNAEUS と 比較 する と , 天 は や や 小型 で も る が , 次 脈 に 大 き な 人 違い は な い . 特に 前 者 に 近似 する が , 化 
石 の 方 が 門 が や や 細長 く , "e 1M, 2M, 3M, CuA; の 各 室 が 短 か く て 前 後方 向 に 長め で ある (た だ し 
IRs, 2Rs は 横 に 長い )、 ま た 化石 で は 横 脈 rs-m と 横 脈 m-cu と が わ づ か に ずれ て いる 点 が 現 生 種 と 異な 
る が , と れ は 個体 変異 の 枠 内 か も し れ な い . SS AUN. 2A と 1A と の 間 に 品 横 脈 の 存在 する と と は と 
ORO RAISE CHS. BORREWD 3Rs, 3M, CuA」 の 各 室 に は , ARCE TRY ecd 
る が , と れ も 現 生 Cimbex に 見 られ る 性 質 で ある . 本 化石 は 新種 と 思わ れる " SUE Cimbex の 各種 は 
脈 間 に 大 き な 相 違 は な く , CLAM, 胸 , 腹 の 各部 の 形状 , E uc ee ee 
本 に 対し 種 を 設定 する の は さ し ひ か え , 貝 体 の 発見 を 待つ と と に し た い . 

Family Ichneumonidae t ヒッ バチ 科 
18. Netelia? sp. GE 9 Bj] ; 図版 5:7) 

标本 : ER. NSM-PA12397, E HHIBUREGTEAE, 


第 9 図 . Netelia? sp. NSM-PA12397. 


特征 : ALES 9.7 mm Bt ST, RAIRE 6 HKICXES 5. 類 の 前 緑 か ら 分 離し た Rs i32 l eiT 
A. 分 岐 する 前 の M 填 CuA は 直 線 的 で 狂 曲 し な い .M 二 CuA か ら 分 岐 し た CuA は , さら に 折れ て 甚 端 
PPDEG に DEP 
直線 的 で は な い . CuA の と の 部 分 は 横 脈 cu-a の 1/2 R. EL EO (eO Set, 現 生 Tryphorinae Wifi 
中 の Netelia アメ バチ モドキ 属 の も の に 酷似 する . 後 圭 の 甚 脈 の み で は 決定 的 で は な い が Netelia の 可能 
性 は 大 きい . 
19. Gen. et sp. indet. A. (第 10 X ; 図版 : 9, 10) 

标本 : 左前 後期 と 腹部 , 脚 の 一 部 . NSM-PA12398. 
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特徴 : BIO SHE 6.0mm, 全面 に 微 毛 を 装う , t 
メ バ チ の 半 と し て は 幅 が 広い . 従っ て R 室 (中 室 ) 
も 短 か い 三 角形 . 緑 紋 は 大 きい . Sija CARs 室 ) は か 
な り 大 きく , PASAT. BIR cu-a ( 横 中 上 脈 ) は く 字 
状 に 折れ る . M+Cu と 1A の 間隔 が 大 きい . BAO 
Sc 十 R」 & R RETR, 約 165" の 角 を な す . 
M 十 CuA と 1A は 粉 曲 . Cu は M--Cu; 2» 533llC 
直角 方 向 に 分 離す る . Sc-FR と M (3v 2 Eh, 


E450 86 88 BO HIS , 少な く と も 後 端 の 4 腹 節 NS 
(の 腹面 ) に 黒い 績 が ある が 規則 的 で は な い , EB 2 n : 
ヒメ パチ 科 の も の に 一 致 .。 翔 が 短 か く , 後期 の 基部 に N P us 
ORDET 5 o DMPC HSM, ヒメ バチ に は lo NEM URL 
属 種 が きわ め て 多く , BURP AN SIC EDOONNE, 第 10 図 。 Ichneumonidae, gen. et sp. indet. 
と の 化石 に 一 致す る 義 脈 が 見 出せ な か っ た . Cryp- NSM-PZ12398. 


tinae 亜 科 に 属す る よう で ある が 確か で な い . 
20. Gen. et sp. indet. B. (図版 : 10) 

標本 : 頭 部 より 産卵 管 ま で 保存 きれ る が , Hlinudo-—5 de AR c RM i 

特徴 : 産卵 管 を 除く 体長 4.5 mm, 産卵 管 2.8 mm. 小型 種 . 2t AARD DO SNS, 複眼 は 
大 きく , 触角 は 紐 状 で 長い が ヒメ バチ と し て は 普通 , ms WW の わり 1 に 腹部 は 幅広 い . 各 腹 節 の 後 緑 が 浪 色 CE 
RIDERS ND T, MRIZI D. 産卵 管 は か な り 長 く , 腹 長 より わ づ か に 長い . 外観 は フシ オナ が 
ヒメ バチ ナ 類 CAcropimpia な ど ) に 似る が , 属 の 決定 に 役立つ 特徴 が 残さ れ て いな い . 
21. Gen. et sp. indet. C (第 11 図 ; 図版 : 11) 

標本 : ATH, NSM-PA12400 


第 11 図 . Ichneumonidae, gen. et sp. indet. 
NSM-PA12400. 


特徴 : BIER 2.7 mm, 最大 幅 1.6mm, 翔 は 短 か い 三 角形 . MBCA. 2Rs 室 は 五角 形 で な く 長 め の 台 形 . 
小型 種 . 

Family Braconidae コマ ユ バ チ 科 
22. Gen. et sp. indet. (図版 5 : 12) 

標本 : 頭 , 胸 , 腹部 と 左右 前 期 の 側面 を 示す . 微小 種 の た め 保存 悪く , 細部 は 観察 不能 . NSM-PA12401. 

特徴 ・ 体長 1.4 mm. 触角 は 紐 状 で 長く , 体長 より や や 長い . 基部 を 除く C 構造 の 細部 は 不明 、 BU 
比 は 前 縁 が 直線 的 な 亜 逆 三角 形 . 前 緑 の 基部 より 2/5 の と と ろ に 緑 紋 ? が ある . MIRARTE AA, 部 
分 的 に 認め られ る . 腹部 の 基部 は 細く , 腹部 も 細長 い . 腹部 の 長き は 頭 部 と Un の 和 と は ほ ば 等 長 , 08 
小 種 で ある が , WIR, 触角 , 腹部 の 形状 か ら , コバ チ 上 科 の も の と は 考え られ ず , コマ ユ バ チ 科 の も の と 思 
われ る . 正確 な 所 必 の 決定 は 困難 で ある が , と の よう な 微小 昆虫 の 化石 は 少な い の で 記録 に と ど め て お も く . 

Family Formicidae アリ 科 
23-29. Gen. et spp. indet. (第 12-19 図 , 図版 5 : 13-19) 

標本 : NSM-PA12402-12410, SDM-FK13 (ELE), NSM-PA12411 (%9). 

HE ITUOSMGiECLUCNEE CHOICE, HEBSOKox0müscrv Cue. 閉 脈 に 関す 
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第 12-15 図 . Formicidae, gen. et spp. indet. INSM-PA120402, PA120403, PA120408, SDM-GF13. 


ーー A 


第 16-19 図 . Formicidae, gen. et spp. indet. NSM-PA120410, PA12404, PA12406, PA12407. 


る 系 統 的 な 研究 は 世界 的 に も 少な く , わが 国 の ア J に つい て は 甚 脈 が 図示 され た も の さえ ほとん ど な い . し 
か し 層 レ ベル で は 脈 相 に 大 き な 相 異 が あり , 特に 化石 で は 対 だ け の 産出 が 多い の で , 現 生 種 と の 比較 の た め に 
REMO WROD 1S, NSM-PA12402-12405, 12409, 12410 Git, Rs+M の 分 岐 点 に 横 脈 r が 
合 し , 2 本 の 上 脈 が X 字 状 に 交 又 し た 状態 を 示す . 大 き さ な どか ら み て , PA12402, 12403 は Formica, 12409, 
12410 は Lasius の 可能 性 が 強い . PA12404, 12405 は と の 4 者 より 翔 が 細長 い . PA12406 は 小型 種 で あ 
る が Rs 十 M の 分 野点 に 小さ な 四角 形 の 室 が 生じ て いる . PA12407 は Rs--M の 分 岐 は 以上 の 標本 と 同 
様 で ある が , M WOME m-cu が 下端 の 痕跡 を 残す の み で M 室 は 側 方 に 開い て いる , Prenolepis の 可能 
性 が ある . PA12408 で は Rs 十 M の 分 岐 が 早く , HER r (à Rs の 上 に 終る . Solenopsis の 可能 性 が ある . 
SDM-GF13 で は Rs 十 M の 分 岐 が さら に 早く , M 室 の 前 側 方 の 角 で 分 岐 . の Dozchoderus の 可能 性 が あ 


る . 


H. 佐渡 か ら 北 陸 。 山陰 に か け て の 新生 代 昆虫 化 石 の 産出 状況 


SEAT HAI EHTS ORR LH DL Pe RO BELG IC OU BEL Les (Fujiyama, 1983), その 延長 に 当たる 上 
記 地 域 の 昆虫 産出 地 と その 内 容 に つい て 略 述 し て 一 般 の 参考 に 供し た い . 中 生 代 の 産地 に つい て は , 本 報 文 
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の 主題 か ら は ずれ る の で , 地図 上 に 地点 を 示す に と ど め る (第 20 図 ). 

以下 の 各 産 地 の 現地 主査 は , 各地 の 多く の 方 々 の ど 援 助 ご 協力 に よっ て で きた も の で , その 中 か ら 主 な 方 
々 を あげ 感謝 の 意 を 表し た い . 佐渡 の 調査 で は 佐和 田町 の 斉藤 良二 郎 氏 , 福井 の 安野 敏 勝 氏 , 能登 ・ 金 沢 ・ 
手取 で は 現 愛媛 大 学 松尾 秀 邦 教授 , MERO WBE, 関戸 信 次 の 両氏 , 金沢 の 松浦 信 臣 氏 , 福井 で は 北川 唆 
一 氏 , FRAG, K 洋一 氏 , 丹後 半島 で は 故 古橋 喜 博 氏 , 海上 ・ 辰 己 峠 で は 現 鳥取 県 立教 育 セ ンタ ー の 
山名 ERK, 神戸 の 井上 繁 広 氏 , 山口 県 下 の 産地 で は 故 岡 藤 五郎 氏 , 美 秋 市 の 石田 英夫 氏 , 防府 市 の 内 藤 源 
ABA. 

A-1~4, ジュラ紀 後期 一 白亜 紀 前 期 の 産地 
B-1~4. 白亜 紀 後 期 の 産地 
C. 中 新 世 前 期 の 産地 ORCA REIT PES 60) 

C-1. 白山 島 (山形 県 者 岡市 由良 白山 島 ) 前 報 CFoprvama, 1983) 当時, 西田 川 地域 か ら 昆 虫 化石 の 産出 

x 昨年 植松 芳 平 氏 よ り , 温海 層 群 の 毅 宝 寺 黒 層 よ り ツ ノ カ メ ム シ と アリ の 送 の 化石 が 発見 され 
. 本 報告 の 範囲 外 で ある が , 前 報 の 追加 と し て 記録 し て お く . 

or E] (新潟 県 佐渡 郡 相川 町 関 ) 本 報 文 の 主題 で も や る の で と と で は 省略 . 

C-3. 曽山 峠 (石川 県 硬 至 郡 穴 水町 上 曽山 曽山 峠 ) 曽山 峠 の 国道 わき の 穴水 果 層 の 青 灰色 泥岩 か ら 針 葉 樹 
を 主 と し た 植物 群 の 産出 が お あり, と れ に 了 項 伴 し て 大 型 の アワ フキ の 化石 が 松尾 秀 邦 教 授 に より 発見 され た . 
アワ フキ 以外 に は トビ ケラ の 人 筒 巣 を 多 産 する が , その 他 の 昆虫 は , WE, 甲虫 な ど 少 数 の み , 未 発表 . 

C-4. 手取 温泉 (石川 県 石川 郡 鳥 越 村 手取 温泉 手取 川 河床 ) 手 到 温 泉 附近 は 火山 性 砕 居 岩 層 よ りな る が , 
渦 泉 裏 の 河床 に は 泥岩 の 落 層 を は さむ 砂岩 層 が 露出 し て いる . こと か ら 植 物 や 魚の 化石 が みつ か る が , 昨年 
KAFE GON 6 AVES EREA 1 個 を 採集 し た . 

C-5. 出 村 (福井 県 丹生 郡 消 水町 出 村 ) 出 村 バス 停 わ き の 採石 作業 で で きた 崖 の 上 部 に 昆虫 化石 を ふく 
すず \ 層 準 が あり , トン ボ , ケバ バエ, アリ, カメムシ, カゲ ロウ な ど を 産出 し , 特に トン ボ は 10 個体 を 上 廻っ 
た . と れ ら の 昆虫 化石 に つい て は 安野 (1978, 1979) が すでに 概要 を 報告 し , 研究 続行 中 . BABES IT 
南北 に 走る 丹生 山地 の 中 央 部 は 終生 果 層 より な り , その 上 部 の 大 矢 火 山 岩 層 の 下部 は 活 灰 質 砂 岩 , 泥岩 の 互 
層 の 系 生 湖 成層 で , 出 村 の 崖 は その 一 部 に 当たる . 多量 の 阿仁 合 型 の 植物 化石 を ふく み , 一 方 茶 生 案 剛 の 年 
代 測定 値 か ら も , 古 糸 生 湖 の 生成 は 中 新 世 前 期 の 後期 と 考え られ る (三浦 ・ 東 , 1974). 

C-6. 森 (福井 県 丹生 郡 朝日 町 森 ) 森 の 南 の 糸 生 湖 成 層 の 小 露頭 より , 竹山 意 一 氏 に より ヒメ バチ の 化石 
が 1 個 発 見 され て いる . 

C-7. 木子 (京都 府 宮津 市 木子 ) 木子 の 集落 の 東 斜面 , さら に 下 の 沢 沿い の 世 屋 果 層 の 霞 頭 で は 植物 化石 
を 多 産 し , 魚 化石 の 産出 も 知ら れ て いる が , と と で 尾上 享 氏 に より 甲虫 の 上 半 化 石 が 1 個 発 見 され て いる . 
ERZAR (1977) に より 八鹿 累 層 と 豊岡 累 層 の 間 に 設 定 さ れ た が , 尾上 (1978) は と の 中 の 植物 化石 群 
を 阿仁 合 型 か ら 台 島 型 へ れ 潤 移 期 の も の と し , 東 の 層 位 学 的 な 結論 を 裏付け て いる . 

C-8. 吉津 (京都 府 竹野 郡 弥栄 町 等 楽 寺 吉津 ) 等 楽 寺 より 旧 吉 津 (全戸 離 村 し て 現存 し な い ) CE A le 
近 の 赴 頭 か ら 植 物化 石 を 多 産 する . 木子 の 4.5 km 西 に 当たり , 世 屋 累 層 に 属す る . と と で 尾上 号 氏 に より 
甲虫 の 上 次 1 個 が 得 ら れ , 筑 者 も 大 型 昆虫 の 将 を 採集 し た . 

D. 中 新 世 中 期 の 産地 ( 台 島 型 植 物 群 に 翌 な う も の ) 

D-1. 高屋 (石川 県 珠洲 市 高屋 ) 能登 半島 北東 部 の 地質 に つい て は 石田 ・ 増 田 (1956) の 研究 が あり , 
Ei (1970) HUBER ERR PETRO B Es RU ALES Eo EHL, 狼煙 植物 群 と 命名 し た . 氏 が 高屋 で 
植物 化石 採集 中 に 発見 し た 甲虫 2 種 を , RE Heliocopris antiquus, Phylloperta? sp. と し て 公表 し た 
(Fujiyama, 1968), 前 者 は 獣 義 を 常食 と する 大 型 の 甲虫 で , 同 届 の 現 生 種 は 東南 アジ ア か ら ア フリ カ に か 
け て 生息 する 熱帯 性 の 昆虫 で , 昆虫 化石 が 植物 化石 以上 に 鋭敏 に 気候 の 影響 を 反映 し て いる 一 例 で ある . 

D-2. 能登 中 島 (石川 県 鹿島 郡中 島町 上 町 ) 中 詞 町 一 帯 の 淡水 性 の 山戸 田 走 藻 泥 岩層 は , 豊富 な 台 島 型 の 
植物 化石 群 (能登 中 島 植 物 群 : 松尾 , 1963) を ふく む , し か し 上 昆虫 化石 は きわ め て 少な く , 松尾 秀 邦 教授 が 
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バッ タ の 肢 を 採集 し た と と が ある が , 標本 は 現存 し な い . 

D-3. 越山 , 成 , ATA (京都 府 与謝 郡 侵 根 町 越山 , 成 , ETA) と の 三 地点 と も 吉 島 型 植 物化 石 群 を 
合 む 眉 岡 累 賠 の 落 山 質 娠 砂岩 剛 の 上 部 に 当たる . 越山 周辺 は 魚 化石 の 産出 で も 知ら れ て いる が , と と か ら 古 
橋 喜 博 氏 に より 甲 申 化石 2 個 が な もたらさ れ (採集 は 大 江 人 敏彦 氏 ), BER SAR Ie TER UTS. 越 
Er 成 の 小 赴 頭 で , 東洋 一 氏 は 黄 初 色 泥 岩 中 か ら 大 型 カ メ ム シ 化 石 を 得 て い る . さら に 15km 

南西 の 日 ケ 谷 の , 日 ケ 谷 一 数 田林 道 ぞ い の 地点 で , EET Bibio sp. の 次 を 採集 し た . 

D-4. Ek CIULE GO Byte (X. ES URL RE oo dur 3 2. MARREK 
の 普 含 pne 属す る 海 成 の 泥岩 中 か ら , 浅海 性 の 貝類 , 植物 化石 と 共に キン カメ ムシ 化石 を 発見 し 
た . SER, 所 属す る 怖 は 確定 で き な か っ た が , 特徴 的 な 種 な の で Cantao? yamanas と 命名 し て 公表 し た 
a 普 含 寺 泥 岩層 か ら は 他 の 地点 で Vicarya も 知ら れ て いる が , キン カメ ムシ 類 は 現在 わ 
が 国 に も 数 種 分 布 す る も の の 熱帯 系 の 必 虫 で ある と こと で , と れ と 符合 する . 

D-5. 宇 倍 神社 CESHREUPEISETBEURHNI EO ZB) 宇 倍 神社 わき の , 人 魚 化 石 を ふく お 鳥取 層 和 群 の 泥岩 剛 か ら 
キノ コバ エ の 類 の 化石 が 1 個 得 ら れ , 和 取 県 立 博物 館 に 保管 され て いる . 

D-6. 大 防 CUCU ERAT AED. LUTEA UPC o CC ov e ds D ELE LR DR UC: 
WARO ES EmEXER UIS. と れ ら は 同種 の も の で , オサム シ 科 の も の と 判断 され る . と の 地層 は 日 置 層 
和 群 の 最上 部 人 丸 累 届 (岡本 ・ 今 村 , 1965 に 属す る と 思わ れる . 人 丸 困 層 中 の 植物 化石 (大 坊 化石 植物 
群 藤岡, 1974) は 店 期 貼 新 世 の 台 島 植物 群 に 類似 する . 

E. 中 新 世 後 期 一 鮮新 世 前 期 の 産地 "m 

E-1. 海上 GRRURDEZS INSURETNEE, ME) 北 但馬 地方 で は , 中 新 統 の 北 但 周 天 の 上 に 不 整 合 に 照 来 剛 
群 が 重 な る ( 弘 原 海 ・ 松 本 , 1958). 照 木 賠 群 の 上 部 の 春木 泥岩 周 は 剛 成 剛 特 有 の 細か い ラ ミナ の 発達 し た シ 
ルト 岩層 と 凝灰岩 質 の 砂岩 周 の 互層 より な る . 1964 年 高校 生 に より 海上 落 部 下 の 小 又 川 の 転石 か ら 初め て 
昆虫 化石 が 発見 され , 衣 伴 弘 直 氏 に よっ て 世に 紹 介さ れ た (衣笠 ・ 細 木 ・ 赤 木 , 1968). 報告 され た の は ム 
uu mc I aude 

. 化石 は 衣 伴 氏 に よっ て 研究 が 進め られ て いる が , 一 方 神戸 の 井上 繁 広 氏 も 熱心 に 採集 を くり か え し , 
acc トコ レク ショ ン と な っ て いる . 当地 の 昆虫 化石 は , トン ボ , セミ , vary, クワ ガタ ムシ 
WEA UNCTIO 種 を 越え る 内 容 で , 日 本 国内 で も 最も 豊富 な 化石 昆虫 の 産地 の 一 つと な っ た ., 本 産地 
の 化石 尾 虫 の 全貌 は まだ 公表 され て お ら ず , 上 記 衣 笠 氏 ら の 報告 の は ほか は 筆者 が セミ 2 種 を 記録 し た (に すぎ 
な い (Fujiyama, 1982). 屈 虫 以外 で は 有田 立身 ・ 山 名 歳 両 氏 に より カニ グモ 科 エ ビグ モ 亜 科 に 届 す る クモ 
化石 が 報告 ((1970) され た の み で , 植物 化石 の 研究 も な い . 化石 産地 は 小 又 川 ぞい の 小岩 で ある が , 他 の 
地点 で も 多少 の 化石 が 採集 され て いる . 井上 繁 広 氏 は 温泉 町 栓 尾 の 春木 泥岩 賠 か ら 双 区 類 な ど を 発見 し た . 
照 木 悦 群 の 時 代 は 魚 新 紀 前 期 と され て いる が , 中 新 世 後期 の 可能 性 も ある . 

E-2. (REM (鳥取 県 八頭 郡 佐治 村 辰 唱 峠 ) 佐治 川 の 上 流 , 展 巳 峠 の 直下 , 峠 か ら 50 m ほど 下位 に 植物 
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第 20 図 . 佐渡 か ら 山 除 ま で の 昆虫 化石 産地 (大きな 丸 の 地点 か ら は 
10 個体 以上 産出 ) A1: 大 黒谷 (岐阜 県 荘川 村 ), A2 : 36 
(石川 県 白峰 村 ), A3 : 小 和 清 水 (福井 県 美山 町 ) A, 4 : 黄 波 
Fi GEURIMERIACR), B1: Aie (石川 県 白峰 村 ), B2: 五 
所 ケ 原 (福井 県 勝山 市 ), B3: 中 野 又 (福井 県 勝山 市 ),B4 : 
mE (福井 県 池田 町 ), C 以下 は 本 文 参 照 . 


Fig. 20. Localities of fossil insects from Sado to San-in. Large circles indicate the localities 
produced more than ten specimens; small circles less than ten. A1: Okuro-dani, A2: 
Kuwajima., A3: Kowashózu, A4: Kiwado, B1: 'l'ani-tóge, B2: Goshogahara, B3: Nakano- 
mata, B4: Sarao, C1: Oshima, C2: Sela, C3: Soyama-tóge, C4: ''edori-onsen, C5: Demura, 
C6: Mori, C7: Kiko. C8: Yoshizu, D1: Takaya, D2: Noto-Nakajima, D3: Koshiyama, 
Naru, Higatani, D4: Mitani. D5: Ube-jinja, D6: Daibo, El: Umigami, E2: Tatsumi-tége, 
E3: Onbara, E4: Naru, F1: Yatsuishiyama, F2: Matsudai-machi, F3: Ushigatani, G1: 
Jingamine F., G2: Fushiki, G3: Habushin, G4: Utatsuyama, G5: Kumonmyo, G6: 
Hiruzen-bara, G7: Tokusa, H1: Umigami, H2: 'l'ottori City. 


化石 を ふく お 泥岩 剛 が ある . と の 一 連 の 地 剛 は, 西方 10 km OAJÉZIISO, daira is 
GEAR O TE O MDT IC HERE Lic Fe ROVERS 7S T Rk RED の 延長 と され て きた . 福岡 ・ 久 保 (1969) 
ud ee ee 
近 赤 木 ・ 山 名 ら (1984) は 植物 化石 の 内 容 も 加味 し て , ARRE GE ZAR OU ERI) e A Di 
Cine, BUR, AINE EL, 時 代 は 後期 中 新 紅 < 前 期 鍵 新 世 と 考え て いる . RERO WA 
は , 山名 ・ 尾 崎 ・ 憶 藤 (1967) に 始ま り , 尾崎 (1979 ほか ) に より 詳細 が 明らか に な っ た . と の 地 賠 か ら 
の 昆虫 化石 の 産出 は 上 原 孝 子 氏 の 発見 が 最初 で , 広田 昌 昭 氏 に よっ て 学界 に 紹介 され た が , 現在 で は 海上 に 
次 ぐ 昆 虫 化石 の 大 産地 に な っ て いる . 衣笠 弘 直 氏 も 研究 中 で ある が , と と の 化石 の 全貌 は まだ 公表 され て い 
Apo. 断片 的 に は タツ ミト ウ ゲ オサム シ Apotomopterus (Ohomopterus) sp. (Hiura, 1971), エゾ ゼミ 近似 
种 Tübicen sp., ハル ゼミ 近似 種 Termopsis sp. (KKINUGASA & MiyaTAKE, 1976, 1979), イナ バム シア ブラ 
ゼミ Graptopsaltria inaba (Fujiyama, 1982) が 記載 され て いる . と の ほか に も カメ ムシ , シロ アリ , トン 
ボ の 化石 が 図示 され て いる ( 光 野 ・ 赤 木 , 1974) . 

E-3. BE (岡山 県 苫田 郡上 斎 原村 届 原 ) 辰巳 幅 の 西 の 皿 原 放水 池 岩 の 植物 化石 産地 で , SUERTE IC Kk 
り 甲 虫 化石 2 種 が 得 ら れ た . HUS, 福岡 ・ 久 保 (1969) に よれ ば 辰巳 峠 系 層 の 下部 層 , 藤田 に (1973) よ 
Tud AJE E AAD > 1 OUP IO Lco SS EE. 赤木 ら (1984) TA TÉ ik RE o RER 
る . 13:5 AIBIRO AJ Sp (REGIME m ud 

E-4. 成 CENSURE EM) 成 は 三朝 温泉 東 の 三徳 山地 に あり , 中 新 世 後期 の 植物 群 弄 と し て 
三徳 型 が 提唱 され た 三徳 申 MS e À 2 km 西方 に 当たる ・ 周 位 的 に と は 成 も 吉原 と は 
ぽ 同 層 準 と 考え られ る . 赤木 ・ 山 名 ほか (1984) に よ , 成 の 植物 群 は 人 形 峠 , RUR, Re BO NUDRE C 
は 相違 が あり , 三徳 亜 植物 群 に 最も 近く , 剛 位 的 [us Ix AVE ipud 下位 に くる も の で , 中 新 世 後 
期 と 考え られ る . と の 論文 中 で 衣笠 弘 直 氏 に より ヒメ ハサミ ツノ カメ ムシ 近似 種 Acanthesoma sp., ユ ス リ 
OWED Wek, 到 閉 類 の 閉 と 胸部 が 報告 され て いる 
F. finito" 

F-1. 八 石 山 (新潟 県 柏崎 市 又は 刈羽 郡 小 国 町 八 石 山 ) 1973 年 ご どろ, 新潟 短期 大 学 附属 高等 学校 地学 ク 
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ラブ に よる 八 石山 の 研究 の 際 , 西山 悦 の 泥岩 中 か ら ヒ グラ シ に 似 た モミ の 化石 が 得 ら れ た が , 惜しい と と に 
学校 の 火災 の た め MM -. Palliolum peckami の 産出 する 海 成 の 地 周 か ら 産 出し た 由 で , 再発 見 は 
期待 待 で きそう に な い . 

F-2. 松代 町 (新潟 県 東 頸城 郡 答 代 町 松代 ) 高校 の グラ ンド の 西山 層 と 思わ れる 火山 灰 を ふく お 砂岩 塊 中 
か ら 皿 虫 化石 が 発見 され た . 元 長 岡市 立科 学 博 物 館 の 樋 熊 消 治 氏 に より , ベッ コウ ヒラ タ シ デ Calosilpha 
brunnicollis と 同定 され た が 公表 され て いな い 、. 

F-3. ^^ (福井 県 勝山 市 野 両 町 生 ケ 谷 ) 年 ケ 谷 の アシ 沢 の 標高 530m 附近 に , zFJEHNRO EIOS 
淡水 成 の 第 三 糸 が ある が , 現在 は きわ め て 小 地 域 に 残る に すぎ ず , 地層 の ひろ が り は 明らか で な い . と の 和牛 
ケ 谷 層 を 調査 し た 吉沢 (1978) は , 31 種 の 植物 , 魚 化 石 1 個 と 共に , シロ アリ の 古 翔 2 個体 と , BOK 
跡 ら し い 生 痕 化 石 Oil, 1982 に も 図示 ), ee シロ アリ 化石 に つい て は 現在 研究 中 . rS 
局 の 時 代 に つい て 吉沢 は , ARRON D, SIBGSomeaMuedXIEU,. 後期 鮮新 世 と し て いる 
G. ME — と れ を 注意 し て 

探索 すれ ば , さら に 多く の 地点 で 印 虫 の 上 著 な どの 昆虫 化石 が 発見 され る 可能 性 が ある ). 

G-1. 0 dE 南蒲原 郡田 上 町 田上 , 湯川 ) 新津 油田 の 含 油 第 三 系 の 上 に 

Shits EP (矢代 田 層 の 上 部 ) が , と の 山地 の 西端 信越 線 線路 ぞい 露出 し て いる . TIE (01955) (IX 
monu ら み つか る 化石 フロ ラ を 報じ た 除 (1955), コ ダ イ コク コガ ネ Copris tripartitus, r7 dv 
バン ムシ Nicobius castaneum の ほか ゴミ ムシ ジ 2 種 , ゾウ ムジ, Donacia 届 の ハム シ の 6 種 の 甲虫 CHER 
猛 彦 氏 同 定 ) を り ス ト , Soe ee ere "CU A. 

G-2. POR (宮山 県 高岡 市 伏 本 矢田 新町 ) RIO RES LS S ERE E kina 3H Sr MOHIO Hi 
Ir ORENSE O97, 17D CFOS 74V OMT E EE と ネ ク イ ハム シ 類 の 上 
WERE fuc TTC. CONNU, GHusbko7-uAdpivriem,socSÓo:ckfmwuceoeobcuvs. 

G-3. cu dad EE は , 小矢部 川 団 研 グ 
ルー プ (1974) に より 下部 は 城端 累 層 , LP RE SNCS. 邑 本 順 亮 氏 は 土生 新 の 立野 ケ 原 
ABO gs 確 層 中 の 亜 炭 届か ら ミ ツガ シワ の 種子 , RE, 材 な ど と と も に 田 虫 の 凌 を 採集 目下 研究 中 で あ 
る . と の 材 化石 の “C 法 に よる 年 代 測定 値 は 21,500 土 700 yB.P. (小谷 部 川 団 研 グル ー プ , 1974 ; EX, 
A DE AIO PROT BRAWLS oye KD b, VAV vX4ÀvvcduckiiouJEm3 

る (小矢部 川 団 研 グル ー プ , 1974), 

G-4. JURU (石川 県 金沢 市 鳴 和 町 談 議 所 , 御所 町 茅 SID 組 野 ・ 水 野 (1947) に より . AUD oh, 魚 
鱗 と と も に トビ ケラ の 幼虫 の 筒 巣 の 産出 が 報告 され た . と の 標本 は 徳本 洋 氏 の 採集 で , COIDAR h E 
イロ ケア リマ? Lasius? sp. や ハム シ の 上 畑 も 発見 前 者 の スケ ッ チ が 残っ て いる . JE (19693, b) OJP 
山 の 地質 と 植物 化石 の 研究 に よ と , RUHO prd ASU OIC SA, 植物 や 昆虫 は と の 下部 
刷 の 海 成 と され る 粘土 剛 中 より みつ か る . WIE AU. クル ミ 化 石 な どか ら 大 阪 悦 群 上 部 層 に 相当 す 
る と され る . 筆者 も 10 数 年 前 談 議 所 で アリ の 古 翔 」。 ネ クイ A AO 3, 甲 県 の 腹部 な ど を みつ け て い 
223, 当時 行わ れ て いた 大 規模 な 土砂 採掘 も 終了 し , 現場 は 平 化 され , 粘土 周 は 御所 町 の 人 家 裏 , 卵 展 山 
中 腹 の 道路 隊 な で ど 見 られ る に すぎ な い . 

G-5. 公文 名 (福井 県 沖 賀 市 公文 名 ) 安野 敏 勝 氏 に よる と , 癌 賀 市 公文 名 の 更新 統 道 ノ 口 賠 か ら ネ クイ 
^L VIO EUER 5. 

G-6. 若山 原 HURREE URS EOS ML ERR: EA TER, LOMO LI Abos LUE UC UR, 
か っ て 大 山 の 火 山 活動 に よる せき 止め 湖 が で き , TC ICP ASHER Ure. EREZET i bic PBB, 
砂 論 を 主 と し た 上 部 層 か ら な る ( 癌 山原 団 研 グル ー プ , 1975). 花園 の 斑 藻 土 由 か ら 植 物化 石 に 伴っ て 甲虫 
化石 の 産出 する と と が 上 記 団 研 こ に より 記録 され て いる . 筆者 も 上 長田 で ア リ な どの 化石 を みつ けた が , 数 は 
少な く 保 存 も 悪い . 上 部 剛 中 の 問答 泥 鱗 塵 か ら は , 6 地点 で スゲ ネ ク イ ハム ン シ Plateumaris sericea な どの 
甲 貝 類 が 団 研 の 際 得 られ て いる . さら に , 若山 原 賠 を 大 山 火 山 の 噴 出 物 が お お っ て いる が , C OEIL OO 
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一 部 に 湿原 が で き , そ と に 生成 し た 花園 泥炭 層 中 に も スゲ ネ ク イ ハム シ , 他 の ネ ク イ ハム シ 類 , ゴミ ムシ , 
マメ ゲン ゴロ ウ な どか が 含ま れ , KE 1974) に より 報告 され た . 上 記 団 研 の 報告 に よる と , HMA 
ギュ ン ツ ・ ミ ン デ ル 間 水 期 , 間谷 泥炭 層 は ミン デル 氷 期 に 当たり , 花園 泥炭 層 は MC に よる 21,710 土 760 
y.B.P. と いう 測定 値 が ま 得 ら れ て お り , ウル ム 氷 期 最盛 期 を 示し て いる . 

G-7. tE (山口 県 阿武 郡 岡 東町 湯屋 , 荒瀬 ) 国鉄 山口 線 沿線 の , 現在 の 阿武 川 の 上 流 に 当たる 徳佐 附近 
(に は 第 四 系 か ら な る 平坦 地 が 広がっ て いる . 徳佐 盆地 の 懲 佐 地域 は 徳佐 層 , 地 福 地域 は 地 福 剛 より な る が , 
Me ike Dic CBA SNS (河野 ・ 高 橋 , 19660. 筆者 は , BE, 荒瀬 で 泥岩 由 か ら ハ ムシ な どの 
甲虫 の 化石 を 発見 し た が , 防府 市 の 宇多 村 卓 光 氏 も と と の 化石 を 調査 し て いる . 両 層 の 下 半 部 か ら 出 る 植物 
化石 は 寒冷 な 気温 を 示し , 前 記 論 文 で は , 確定 は で き な い が 一 応 ミ ン デ ル 氷 期 か ら ミ ン デ ル ・ リ ス 間 水 期 に 
当たる も の と し て いる . 

H. 第 四 紀 完 新 世 の 産 地 

H-1. 海上 (兵庫 県 美方 郡 温泉 町 海上 ) 第 三 紀 昆 虫 化石 を ふく お 小 又 川 の 赴 頭 より 下流 の 川沿 い に , 2~ 
3m の 厚 さ の シル ト ・ 粘 土 よ りな る 新 期 堆積 物 が あり , と の 中 に 木の葉 に 混 っ て 甲虫 の 上 門 の 化石 が 含ま 
れ て いる . 地 油 り な どの た め に 上 流 一 帯 に 一 時 的 な 洪水 が 生じ , と と に 堆積 し た も の で あろ う . com 
Oo “C 測定 で 2500+120, 24304120 y.B.P. の 値 が 得 ら れ て いる (有田 ・ 山 名 , 1970). 

H-2. 鳥取 市 内 (鳥取 県 鳥取 市 東町 県 庁 第 二 庁 舎 ) 鳥取 市 内 東町 の 地下 数 m の シル ト 質 の 粘土 届か ら な 
る 沖積 層 A。 より カメ ムシ 化石 が みつ か り (山名 ・ 山 本 ・ 竹 林 , 1975), 筆者 は クサ ギ カ メ ム シ Halyomor- 
pha brevis と 同定 し た . と の 種 は 北海 道 を 除く と , 日 本 の 山地 平地 を 間 わ ず 普 遂に 見 られ る 種類 . A. THO 
時 代 に つい て は 明確 な 資料 は な い が , 古墳 時 代 曽 期 の 可能 性 が 示さ れ て いる . 


Description of New Species 
Order Diptera 
Family Bibionidae 
Bibio sadoensis sp. nov. 
(Figs. 21, 22; Pl. 4) 


Type specimens: Holotype: NSM-PA12383 (9), paratypes: SDM-GF1 (9) (counterpart NSM- 
PA12413), SDM-GF2 (3), SDM-GF3 (3) (counterpart NSM-PA12414), SDM-GF4 (¢), NUGR5- 
297a (9), NUGR-296a (9), NSM-PA12384 (32). Examined specimens: SDM-GF5-8, NSM-PA12385- 
12393. 

Description: ‘The specimens of this bibionid fly can be divided into two groups by wing length, 
5.7—7.4 mm and 8.0-9.0 mm. The wing venations of two groups are similar within individual varia- 
tions. The former comprises male specimens and the latter female so far as the sexual characters 
are examined by preserved terminalia or heads; so the author referred the former to male and the 
latter to female, though there are some differences in the shape of wings. 

Head, thorax and legs black, abdomen blackish or brownish. Antenna short; flagellum made up 


第 21 図 . Bibio sadoensis, sp. nov., 9, holotype, NSM-PA12383. 
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第 22 図 . Bibio sadoensis, sp. nov., $, paratype, 
SDM-GF4. (The stigma is omitted.) 


7 segments; each segment broad (two times or more as much broad as long) and closely jointed; seg- 
ments except apical one similar in shape. Palpus long and slender; last three segments about two 
times as long as antenna. Outer spur of front tibia sharp; 0.28 as long as total length of tibia. Inner 
one 0.19 though seen indistinctly. Hind femur moderately swollen. Hind tibia not swollen as femur, 
gradually broadens apically; with a rather large spur. Hind basitarsus slender, only a half wide as 
apical part of tibia. Each femur and tibia of mid and hind legs with a distinct median carina. Wing 
brownish fumose, costal area darker in color; membrane with microtrichia distributed evenly. Stigma 
distinct, blackish. Wing rather siender as for bibionid flies; wings of female larger and more slender 
than those of male; ratio of length to width 2.4—2.6 in male and 2.6-2.8 in female. Apex not acute 
but rather round. Costal margin slowly curved, slightly more much curved in male; without such step 
at terminals of Sc and R as seen in some recent species. Anal area not strongly expanded inward. 
Anterior veins and stigma blackish and posterior ones brownish. Radial veins and cubitus, especially 
the latter, very thick. All veins except anal veins end on margin of wing. C ends at apex of Rs. 
Cross vein r-m about 1/2 as long as basal section of Rs. Basal section of IM」」。 beyond cross vein r-m 
about 3.5 times longer than cross vein r-m. Cross vein m arises from Ms a little beyond forking of 
M,.,, though varying individually even between left and right wings in the single specimen. Ms : 4 
diverges from CuA at basal about 1/3 of CuA, but base of M44, so thin that often invisible and dark 
colored streak lying between M,.5 and CuA looks like extension of Mg: ,. 

Comparison: The closely related species are not found in the bibionid fauna in the present Japan, 
comprising 22 species (Harpy & TAKAHASHI, 1960). A great number of fossil bibionid flies have 
been recorded from Europe and North America, but most of them are not adequately described and 
illustrated to compare the wing venations except for the work on the upper Oligocene fossils from 
Rott by STATZ (1943). Bibio comosella STATZ is somewhat allied to the new species in the venation, 
especially in the males, but the former is larger and there are differences in the shape of wings and 
in the venation at the forking of IM」,。 and at the base of cross vein r-m. 


Summary 


The fossil insects discovered from the Early Miocene Masaragawa Formation at 
Seki, Sado Island have been identified as listed in Table 1. fost of them belong to 
the large families comprising a great number of genera and species. A single bibionid 
fly represented by a number of specimens is referred to a new species; thc other speci- 
mens are identifiable only at the generic level or even higher taxonomic level due to 
the scarcity of the specimens and their poor preservation. 

‘The living insects corresponding to those fossils are usually found in the open for- 
ests of mountaneous regions in Central Japan. The fossil insect fauna of Seki is allied 
to the fauna in deciduous broad-leaved tree forests in the temperate zone of East Asia. 
This faunal inference coincides with the climatic condition inferred from the Early Mio- 
cene floras in Japan which is called the Aniai Flora. 
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The insect fauna accompanied with the Aniai Flora is described in the present 
paper for the first time except for that of Demura in Fukui. The fossil flora had changed 
in a subtropical one, the Daijima F lora, in the Middle Miocene. The insect faunas 
in Japan at this age give more tropical appearance than the fossil flora. In the Late 
Miocene the temperate flora recovered in Japan. The temperate insect fauna also 
returned, but it included some exotic species relating to the living species inhabiting 
Southern and Western China and Himalayan district. It is interesting that the Early 
Miocene insect fauna seems to be much more alike to that of the present time than that 
of the Late Miocene. 
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図 版 3 Plate 3 (x4.5) 


. Lestidae, gen. et sp. indet. A. NSIM-PA12374. 

. Lestidae, gen. et sp. indet. B. NSM-PA12375. 

. Aphididae, gen. et sp. indet. NSM-PA12376. 

. Pentatomidae, gen. et sp. indet. A. NSM-PA12377. 
. Pentatomidae, gen. et sp. indet. B. NSM-PA12378. 
. Pentatomidae, gen. et sp. indet. C. NSM-PA12379. 
. Acanthosomatidae, gen. et sp. indet. SDM-GF11. 
. Labiidae, gen. et sp. indet. NSIM-PA12380. 

. Aphodius? sp. NSM-PA12381. 

. Coleoptera, fam., gen. et sp. indet. NSM-PA12382. 
. Ephemeridae?, gen. et sp. indet. NSM-PA12412. 
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図 版 4 Plate 4 (x4.5) 


Bibio sadoensis sp. nov. 


. Holotype, NSM-PA12383. 

. Paratype, SDM-GF1. (note the antenna and the spur of foretibia) 
. Paratype, SDM-GF2. (note the antenna) 

. Paratype, NSM-PA12414 (note the spur of foretibia) 

. Paratype, SDM-GF4. (showing the wing venation) 

. Paratype, NUGR-297a. 

. Paratype, NUGR-296a. (note the spur of fore tibia) 

. Paratype, NSM-PA12384. (note the palpi and the carina of legs) 

. NSM-PA12385. (note the carina of legs) 

. Specimen of the Sado High School. (note the terminalia) 
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. Limoniinae, gen. et sp. indet. NSMT-PA12415. 

. Mycetophilidae, gen. et sp. indet. SDM-GF10. 

. Sciara? sp. NSM-PA12394. 

. Empididae, gen. et sp. indet. NSM-PA12395. 

. Dolichopodidae?, gen. et sp. indet. NSM-PA12396. 

. Cimbex sp. NSM-PA12416. 

. Netelia? sp. NSM-PA12397. 

. Ichneumonidae, gen. et sp. indet. A. NSM-PA12398a. 
. Ditto, counterpart of No. 8. NSM-PA12398b. 

. Ichneumonidae, gen. et sp. indet. B. NSIM-PA12399. 
. Ichneumonidae, gen. et sp. indet. C. NSM-PA12400. 
. Braconidae, gen. et sp. indet. NSIMT-PA12401. 

. Formicidae, gen. et sp. indet. A. NSM-PA12402. 

. Formicidae, gen. et sp. indet. B. NSM-PA12403. 

. Formicidae, gen. et sp. indet. NSM-PA12404. 
NSM-PA12406. 
NSM-PA12407. 
NSM-PZ12408. 
NSM-PA12410. 
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. Formicidae, gen. et sp. 1ndet. 
. Formicidae, gen. et sp. indet. 
. Formicidae, gen. et sp. indet. 
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. Formicidae, gen. et sp. indet. 
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